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2011 年 3 月 11 日の東日本大震災及びそれに伴う東京電力福島第一原子
力発電所の事故（以下「福島原発事故」）が、福島県中通り 9市町村の 2008
年度出生児及びその母親（または保護者、以下「母親」）の生活と健康に























住所のある 2008 年度出生児2 及びその母親を対象に、2013 年 1 月、2014
年 1 月、2015 年 1 月、2016 年 1 月、2017 年 1 月に、それぞれ「福島原発
事故後の親子の生活と健康に関する調査」（以下「本調査」）を実施し、2018






2016 年 1 月の第 4 回調査においては、「東日本大震災・福島原発事故か
ら、まもなく 5年になります。今の心境を率直にお書きください」という
自由回答欄のリード文に、回答総数 1021 名のうち、612 名が自由記述を






福島原発事故から「新しい日常」への道のり（成元哲・牛島佳代・松谷満） 101（ 101 ）



























































































































































































































避難に関する意見の総数は、78 件（2015 年）から 100 件（2016 年）に
増加した。詳細には「ア 避難している」に関する意見は、26 件（2015
年）から 38 件（2016 年）に増加し、「イ 避難したが戻ってきた」に関
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する意見は、7件（2015 年）から 8件（2016 年）にわずかに増加してい
る。また「ウ 避難したいができない」に関する意見は、2015 年と同じ
く 23 件（2016 年）、「エ 避難しない」に関する意見は、22 件（2015 年）





































































保養に関する意見の総数は 19 件（2015 年）から 30 件（2016 年）に増
加した。「ア 保養プログラムの拡充を望む」に関する意見は、6件（2015




があった。また「ウ 保養に満足した」に関する意見は 9件（2015 年）か





































































































































































































「ア 除染にある程度満足している」に関する意見は、28 件（2015 年）
から 21 件（2016 年）に減少し、「イ 除染に不満がある、除染の効果に
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疑問がある」に関する意見も、93 件（2015 年）から 90 件（2016 年）に
減少した。また、「ウ 除染を望む」に関する意見も、32 件（2015 年）か
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線量が下がったので信頼している















































































20 件（2015 年）から 31 件（2016 年）に増加。「イ 地元産の食材や水道
水を使わざるを得ない、使っている」に関する意見は 21 件（2015 年）か
ら 22 件（2016 年）とわずかに増加した。「ウ 給食」に関する意見は 3
124（ 124 ）




















































































































































































































































































































福島原発事故から「新しい日常」への道のり（成元哲・牛島佳代・松谷満） 135（ 135 ）
すが、ウチは息子 2人に持たせています。（ランドセルに入れて）H27.5









































































































































































「（1）家族・近所・知人」に関する意見が 24 件（2015 年）から 28 件
（2016 年）に増加したのに対し、「（2）外部」に関する意見は、72 件（2015
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〔続柄〕
















母 1190 2585 46.03 692 1528 45.29 705 1138 61.95 581 968 60.02
父 11 33 33.33
22 71 30.99
36 65 55.38 27 49 55.10
祖父 0 1 0.00 1 1 100.00 1 1 100.00
里親 1 1 100.00 1 1 100.00 0 0 0.00 0 0 0.00
祖母 1 7 14.29 3 6 50.00 4 5 80.00 3 3 100.00
曾祖母 0 1 0.00 0 0 0.00 0 0 0.00 0 0 0.00
全体 1203 2628 45.78 718 1606 44.71 746 1208 61.75 612 1021 59.94
〔回答者が母親：年齢層別内訳〕
第 1回調査（2013 年）第 2回調査（2014 年）第 3回調査（2015 年）第 4回調査（2016 年）
















20 代 161 462 34.85 55 158 34.81 29 77 37.66 16 41 39.02
30-34 歳 411 919 44.72 207 505 40.99 189 311 60.77 119 216 55.09
35-39 歳 432 852 50.70 260 543 47.88 281 420 66.90 225 366 61.48
40 代 178 340 52.35 165 311 53.05 204 324 62.96 217 340 63.82
50 代以上 1 1 100.00 0 1 0.00 1 2 50.00 3 3 100.00
無記入 7 11 63.64 5 10 50.00 1 4 25.00 1 2 50.00
全体 1190 2585 46.03 692 1528 45.29 705 1138 61.95 581 968 60.02
〔回答者が母親：居住地別内訳〕
第 1回調査（2013 年）第 2回調査（2014 年）第 3回調査（2015 年）第 4回調査（2016 年）
















福島市 426 873 48.80 241 504 47.82 216 358 60.34 185 308 60.06
桑折町 22 34 64.71 13 21 61.90 10 18 55.56 7 12 58.33
国見町 15 27 55.56 8 12 66.67 4 10 40.00 6 10 60.00
伊達市 67 173 38.73 46 109 42.20 40 82 48.78 35 71 49.30
郡山市 462 1059 43.63 255 601 42.43 284 453 62.69 230 377 61.01
二本松市 79 169 46.75 48 105 45.71 46 69 66.67 37 66 56.06
大玉村 15 41 36.59 10 26 38.46 11 20 55.00 14 20 70.00
本宮市 55 123 44.72 30 76 39.47 41 54 75.93 28 44 63.64
三春町 12 34 35.29 6 15 40.00 4 10 40.00 5 10 50.00
9 市町村外 37 52 71.15 35 59 59.32 49 64 76.56 34 50 68.00








第 1回調査 2,628 1,203 45.8% 252,047 209.5
第 2 回調査 1,606 718 44.7% 153,938 214.4
第 3 回調査 1,209 746 61.7% 151,677 203.3
第 4 回調査 1,021 612 59.9% 117,171 191.5
1 本稿は、科学研究費助成事業（15H01971、25460826）の成果である。2016 年調
査の全体的な傾向（単純集計と全国調査との比較）は「福島原発事故後の親子





2 2012 年 10 月から 12 月の時点で 9市町村の役場で標本抽出を行った。その時点
で、2008 年度出生児の全員は 6191 名。
3 成元哲・牛島佳代・松谷満，2014，「1,200 Fukushima Mothers Speak：アンケー
ト調査の自由回答にみる福島県中通りの親子の生活と健康」，『中京大学現代社
会学部紀要』8（1）：91-194 を参照。
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